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前回審議会での委員指摘事項
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本文
頁

箇所
指摘事項 内容

対応方針 内容

① 1
第1節 流域及び河川の概要
1.流域の概要

指摘事項 流域面積の重複する記載の修正

対応方針 修文（重複している流域面積の記載を削除）

② 1
第1節 流域及び河川の概要
1.流域の概要 図-1.1

指摘事項 P6～７河川の特性の写真の橋梁位置を流域図に記載

対応方針 図-1.1修正（橋梁位置；樫井川母山橋、新家川野口大橋を追記）

③ 4

第1節 流域及び河川の概要 2.流域
の特性 4)歴史・文化・観光

指摘事項 日根荘大木の重要文化的景観について水の確保に関する内容を追記

対応方針 修文（大木地区の農村景観と樫井川の関わりを追記）

④ 7
第1節 流域及び河川の概要
3.河川の特性 (2)新家川

指摘事項 河川特性について記載の修正

対応方針 修文（記載を修正）

⑤
8

12
13

P8：第2節河川整備の現状と課題
1.治水の現状と課題
P12、P13：第4節河川整備の目標
1. 洪水、高潮等による災害の発生の
防止または軽減に関する目標

指摘事項 耐震対策について記載の修正

対応方針 修文（記載を修正）

⑥ 12

第4節 河川整備の目標 1. 洪水、高
潮等による災害の発生の防止 ま
たは軽減に関する目標

指摘事項 治水目標について記載の修正

対応方針 修文（記載を修正）

⑦ 13

第4節 河川整備の目標 3. 河川環境
の整備と保全に関する目標

指摘事項 イメージ図のような多自然川づくりを実施しないなら図を削除及び修文
簡易的な魚道の設置等具体的な記載に記載

対応方針 修文（イメージ図削除、修文、簡易的な魚道の設置等具体的に記載）

⑧ 14
第4節 河川整備の目標 4. 河川整備
計画の計画対象区間

指摘事項 河川環境の整備と保全について具体的に記載

対応方針 修文（河川環境の整備と保全の対象を記載）



前回審議会での委員指摘事項
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本文
頁

箇所
指摘事項 内容

対応方針 内容

⑨ 15

第1節 河川工事の目的、種類及
び施行の場所並びに当該河川工
事の施行により設置される河川
管理施設の機能の概要
1. 洪水対策

指摘事項 整備断面例の色合いを修正

対応方針 修正（図の色合い等の表現を修正）

⑩ 16

第1節河川工事の目的、種類及
び施行の場所並びに当該河川工
事の施行により設置される河川
管理施設の機能の概要
3. 河川環境の整備と保全

指摘事項 河川環境の整備と保全について具体的に記載

対応方針 修文（対策箇所の追記、記載の修正）

⑪ 17

第1節河川工事の目的、種類
及び施行の場所並びに当該河
川工事の施行により設置され
る河川管理施設の機能の概要
3. 河川環境の整備と保全

指摘事項 河川環境の整備と保全について具体的に記載

対応方針 追記（洪水対策と同様の記載）

⑫ 20

第2節河川の維持の目的、種
類及び施行の場所
1. 河川管理施設
2. 許可工作物
3. 河川空間の管理

指摘事項 河川の維持について具体的に記載

対応方針 追記（洪水対策と同様の記載）



4

指摘事項 対応

①流域面積の重複する記載の修正。
本文 P1 第1節 流域及び河川の概要 1.流域の概要

修文
（重複している流域面積の表記を削除）。

修正前（Ｈ27年度 第2回審議会資料） 修正後（案）

樫井川水系は、樫井川、新家川の2河川からなる二級水系で、そ

の流域は大阪府泉佐野市、泉南市、田尻町、和歌山県紀の川市にま

たがり、流域面積は約59.56km2となっています。

樫井川は、その源を和歌山県紀の川市の山中に発し、北西方向に

流下し、河口から上流約1.8kmで新家川と合流し泉南市において

大阪湾に注ぐ、流域面積約59.56km2、流路延長約24.9km（うち

指定延長16.3km）の二級河川です（図-1.1参照）。

新家川は、その源を泉南市の山中に発し、北西方向に流下し、国

道26号付近で樫井川と合流する、流域面積約11.70km2、流路延

長約4.6km（うち指定延長4.4km）の二級河川です（図-1.1参

照）。

樫井川水系は、樫井川、新家川の2河川からなる二級水系で、そ

の流域は大阪府泉佐野市、泉南市、田尻町、和歌山県紀の川市にま

たがっています。

同左

前回審議会での委員指摘事項と対応方針
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指摘事項 対応

②P6～７河川の特性の写真の橋梁位置を流域図に記載。
本文 P1 第1節 流域及び河川の概要
1.流域の概要 図-1.1

図-1.1修正
（橋梁位置；樫井川母山橋、新家川野口大橋を追記）。

修正前（Ｈ27年度 第2回審議会資料） 修正後（案）

前回審議会での委員指摘事項と対応方針
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指摘事項 対応

③日根荘大木の重要文化的景観について水の確保に関する内
容を追記。
本文 P4 第1節 流域及び河川の概要 2.流域の特性

4)歴史・文化・観光

修文
（大木地区の農村景観と樫井川の関わりを追記）。

修正前（Ｈ27年度 第2回審議会資料） 修正後（案）

樫井川流域には、府内有数の縄文時代の遺跡である三軒屋遺跡、

古墳時代の新家古墳群等の埋蔵文化財、熊野街道、意賀美神社

（国指定重要文化財）等の歴史的地物・文化財があります。日根

荘遺跡（国史跡）を中心とする日根荘大木の農村景観は、平成25

年に大阪府で初めての「重要文化的景観」に指定されました。

樫井川上流部には日本最古の霊場で知られる犬鳴山七宝滝寺や、

摂社幸神社本殿が国指定重要文化財に指定されている火走神社が

あります。

流域の下流部には樫井古戦場や海会寺跡等の史跡、中流部には

慈眼院多宝塔や大井関公園等の名所があります。また、樫井川上

流部の犬鳴山温泉付近は渓流の自然を求めて多くの人が訪れます。

平成26年8月には、府営公園として19番目の泉佐野丘陵緑地が開

園しました。

樫井川流域には、府内有数の縄文時代の遺跡である三軒屋遺跡、

古墳時代の新家古墳群等の埋蔵文化財、熊野街道、意賀美神社（国

指定重要文化財）等の歴史的地物・文化財があります。日根荘遺跡

（国史跡）を中心とする日根荘大木の農村景観は、平成25年に大

阪府で初めての「重要文化的景観」に指定されました。和泉地域は

少雨の気候で、山間盆地に位置する大木地区では、水の確保が課題

でした。限られた水資源を活かすため、樫井川に井堰を設け、用水

路を整備し、農村景観を創り出してきました。中世から受け継がれ

た荘園由来の農村景観は、樫井川の整備等によってつくられてきた

文化と言えます。

同左

前回審議会での委員指摘事項と対応方針
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指摘事項 対応

④河川特性について記載の修正。
本文 P7 第1節 流域及び河川の概要 3.河川の特性
(2)新家川

修文
（記載を修正）。

修正前（Ｈ27年度 第2回審議会資料） 修正後（案）

主に掘込区間であり、川幅は30～10mで、単断面構造となっ

ています。河床勾配は1/300～1/50程度で、河道内に発達した

砂州には植生が見られます。一部では、家屋等が近接する箇所も

ありますが、多くは農地を流下し、広がりのある景観を呈してい

ます（図-1.3写真①②参照)。河道内はコンクリートブロック積の

護岸が目立ち、取水堰の影響による湛水が目につきます（図-1.3

写真③参照)。

主に掘込区間であり、川幅は10～30mで、単断面構造となって

います。河床勾配は1/300～1/50程度で、河道内に発達した砂

州には植生が見られます。一部では、家屋等が近接する箇所もあり

ますが、多くは農地を流下し、広がりのある景観を呈しています

（図-1.3写真①②参照)。河道内はコンクリートブロック積の護岸

が多く人工的な景観を呈するとともに、取水堰の影響による河道内

の湛水が目につきます（図-1.3写真③参照)。

前回審議会での委員指摘事項と対応方針
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指摘事項 対応

⑤耐震対策について記載の修正。
本文 P8 第2節 河川整備の現状と課題 1.治水の現状と課題

P12、P13 第4節 河川整備の目標
1. 洪水、高潮等による災害の発生の防止または軽減に関する目標

修文
（記載を修正）。

修正前（Ｈ27年度 第2回審議会資料） 修正後（案）

P8
河口部では、耐震性能照査の結果、上町断層等の直下型地震や東

日本大震災を踏まえた南海トラフ巨大地震を受けても河川の平常時
の最高水位で沿川が浸水することは想定されず、また近い将来に発
生が予測されている東南海・南海地震等の海溝型地震に伴うL1
（レベル1）津波に対しても浸水することは想定されません。

P13
河口部では、耐震性能照査の結果、上町断層等の直下型地震や東

日本大震災を踏まえた南海トラフ巨大地震を受けても河川の平常時
の最高水位で沿川が浸水することは想定されず、また近い将来に発
生が予測されている東南海・南海地震等の海溝型地震に伴うL1
（レベル1）津波に対しても浸水することは想定されないことから、
現状の耐震性能を維持します。

P8
河口部では、耐震性能照査の結果、地震による浸水については、
上町断層等の直下型地震により堤防等の沈下が生じても、河川の平
常時の最高水位に対して沈下後の堤防高の方が高いため、沿川が浸
水することは想定されません。
また、津波による浸水ついても、近い将来に発生が予測されてい
る東南海・南海地震等の海溝型地震により堤防等の沈下が生じても、
地震に伴い発生する津波水位に対して沈下後の堤防高の方が高いた
め、沿川が浸水することは想定されません。

P12、P13
河口部の護岸・堤防において、地震対策は、直下型のL2（レベル

2）地震動による堤防の沈下等を考慮したうえで、河川の平常時の
最高水位により浸水が生じないことを目標とします。
また、地震・津波対策は、海溝型のL2（レベル2）地震動による
堤防の沈下等を考慮したうえで、L1（レベル1）津波の越流による
浸水が生じないことを目標とし、L1（レベル1）津波を上回る津波
に対しては、津波が堤防の天端を越流した場合であっても、護岸・
堤防等の河川管理施設が破壊、倒壊するまでの時間を少しでも長く
する、あるいは、同施設が完全に流出した状態である全壊に至る可
能性を少しでも減らすことを目標とします。
樫井川の河口部では、上町断層等の直下型地震が発生した時の河
川の平常時の最高水位及び、東南海・南海地震等の海溝型地震が発
生した時のL1（レベル1）及びL2（レベル2）津波により、沿川が
浸水することは想定されないことから目標を達成しています。

前回審議会での委員指摘事項と対応方針



9

指摘事項 対応

⑥治水目標について記載の修正。
本文 P12 第4節 河川整備の目標

1. 洪水、高潮等による災害の発生の防止
または軽減に関する目標

修文
（記載を修正）。

修正前（Ｈ27年度 第2回審議会資料） 修正後（案）

樫井川は、時間雨量80ミリ程度の降雨による洪水で床上浸水以

上の被害が想定されないことから、現状の治水能力を維持します。

新家川は、時間雨量50ミリ程度の降雨による洪水で床上浸水が

想定されることから、事業効率等を考慮して、時間雨量80ミリ程

度の降雨による洪水で床上浸水を防ぐことを当面の治水目標としま

す。

同左

新家川は、事業効率等を考慮して、時間雨量80ミリ程度の降雨

による洪水で床上浸水を防ぐことを当面の治水目標とします。

前回審議会での委員指摘事項と対応方針
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指摘事項 対応

⑦イメージ図のような多自然川づくりを実施しないなら図を削
除及び修文。簡易的な魚道の設置等具体的に記載。
本文 P13 第4節 河川整備の目標

3. 河川環境の整備と保全に関する目標

修文
（多自然川づくりイメージ図削除、修文、簡易的な魚道の設置
等具体的に記載）。

修正前（Ｈ27年度 第2回審議会資料） 修正後（案）

第一に、河川工事実施に際しては、河川全体の自然の営みを視野に入れたうえ
で、「河岸やみお筋の保全」「上下流の生物移動の連続性確保」、「周囲の景観
との調和」など河川毎の特性に応じ、多自然川づくり15）を取り入れ、それぞれ
の河川が本来有している生物の生息・生育環境の保全・再生を目指します。
第二に、河川に親しみ、ふれあい活動の場にするため、関係機関や地域住民と
連携し、散策路や川に近づくための階段等の整備を図るなど、川と人との豊かな
ふれあい活動の場の維持・形成を目指します。
第三に、豊かな河川環境は重要な地域資源であり、良好な景観を維持・形成す
るため、景観に配慮した材料を採用するなど、周辺環境との調和を目指します。
また、関係機関や地域住民と連携し、地域住民が愛着を持てる空間づくりに努め
ます。
第四に、水質について、下水道等の関係機関や、地域住民と連携し、より一層
の改善を目指します。また河川で活動している地域住民やNPO等と連携し、河川
美化、環境教育などにより水質の改善を目指します。

樫井川水系では、多くの水生生物等が生息しており、良好な自然環境が残って
います。特に広い川幅を有する樫井川では、回遊性魚類を含めた水生生物の移動
について、縦断的な上下流の連続性の確保を目指します。また、瀬や淵などの河
川特有の自然環境が残る箇所について、今後の維持管理等の際にはそれらの保全
を目指します。
併せて、現在の良好な景観の保全を目指すとともに、広い高水敷を有する樫井
川の河口～樫井川橋付近で、地域住民のニーズに応じて、高水敷の利活用と合わ
せて親水性の向上を目指します。

(1)水質
樫井川の兎田橋より上流で環境基準の達成を目指すとともに、下水道等の関係

機関や、地域住民との連携及び河川で活動している地域住民やNPO等と連携し、
河川美化、環境教育などにより一層の改善を目指します。

(2)空間利用
樫井川の中流・上流部のアドプト・リバー・プログラム等の活動地域では、地

域住民等のニーズに応じて河道内へのアクセスの改善を目指します。併せて広い
高水敷を有する樫井川の河口～新兎田橋付近で、地域住民等のニーズに応じて高
水敷の利活用を図り、地域住民が愛着を持てる空間の形成を目指します。

(3)自然環境
樫井川水系では、多くの水生生物等が生息しており、良好な自然環境が残って

います。特に広い川幅を有する樫井川では、回遊性魚類を含めた水生生物の移動
に配慮し、可能な限り下流から、落差工や利水関係者の協力が得られる等の取水
堰について簡易的な魚道等の設置を検討するなど上下流の生物移動の連続性確保
を目指します。また水系全体で瀬や淵、みお筋などの河川特有の自然環境が残る
箇所についても、それらの保全を目指します。

(4)景観・親水性
樫井川水系全体で、緑の多い自然空間や里山の景観など、現在の良好な景観の

保全を目指します。特に広い高水敷を有する樫井川の河口～新兎田橋付近で、地
域住民等のニーズに応じて、高水敷の利活用と合わせて、親水性の向上を図り、
河川に親しめる場の形成を目指します。

左図及び左図以降の文章削除

前回審議会での委員指摘事項と対応方針
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指摘事項 対応

⑧河川環境の整備と保全について具体的に記載。

本文 P14 第4節 河川整備の目標
4. 河川整備計画の計画対象区間

修文
（河川環境の整備と保全の対象を記載）。

修正前（Ｈ27年度 第2回審議会資料） 修正後（案）

本計画の対象は、樫井川、新家川の二級河川指定区間とします。

そのうち、治水対策については、新家川のJR阪和線下流から新家

川橋上流の約0.1kmの区間で実施します。

なお、維持管理等については、樫井川、新家川の二級河川指定区

間で実施します。

同左

また、河川環境の整備と保全については、主に樫井川の二級河川

指定区間を対象とし、維持管理等については、樫井川、新家川の二

級河川指定区間で実施します。

前回審議会での委員指摘事項と対応方針
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指摘事項 対応

⑨整備断面例の色合いを修正。
本文 P15 第1節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並
びに当該河川工事の施行により設置される河川管理施設の機能
の概要 1. 洪水対策

修正
（図の色合い等の表現を修正）。

修正前（Ｈ27年度 第2回審議会資料） 修正後（案）

前回審議会での委員指摘事項と対応方針
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指摘事項 対応

⑩河川環境の整備と保全について具体的に記載。
本文 P16 3. 河川環境の整備と保全

修文
（対策箇所の追記、記載の修正）。

修正前（Ｈ27年度 第2回審議会資料） 修正後（案）

(1) 水質の改善
環境基準を満足することはもとより、生物の生息・生育環境を保全するため、

泉佐野市、泉南市、田尻町における行政指導や下水道施設整備・接続の促進によ
る水質改善に努めるとともに、地域住民、学校、NPO等と連携し、河川への生活
排水による河川への負担軽減に向けた環境学習、啓発活動等を進めることにより、
更に水質の改善に努めます。

(2) 空間利用
今後の維持管理等の際には、アドプト・リバー・プログラム等の活動時におけ

る河道内へのアクセスの改善など地域住民のニーズに応じて、河川空間の利用の
向上に努めます。また、高水敷を有する樫井川の下流部では、地域住民のニーズ
に応じて、関係機関等と連携し、地域住民が愛着を持てる空間として高水敷の利
活用が図れるよう努めます。

(3) 自然環境
農業用の取水堰や落差工等の河川横断構造物の利用実態の把握に努め、維持補

修等の機会や、利用実態のない取水堰の撤去や落差工の改善と合わせて、関係機
関と連携し、回遊性魚類等の水生生物に配慮するため、可能な限り下流から順に
魚道を設置するなど上下流の連続性の確保に努めます。その際には、水生生物の
生息・生育状況の調査を行い、自然環境や景観に配慮し、適切な対策を行います。
上流部の瀬や淵などの河川特有の自然環境が残る箇所については、今後の維持
管理等の際には、河床の平坦化を避け、瀬や淵の形成に配慮するなど、可能な限
り、自然環境の保全を図り、動植物の生息・生育環境の保全・再生に努めます。

(4) 景観・親水
現在の良好な景観の保全に努めます。また、広い高水敷を有する樫井川の河口
～樫井川橋付近で、地域住民のニーズに応じて、高水敷の利活用と合わせて、今
後の維持管理等の際には親水性の向上に努めます。

(1) 水質の改善
樫井川の兎田橋上流で環境基準を達成することはもとより、樫井川水系全体で

生物の生息・生育環境を保全するため、泉佐野市、泉南市、田尻町における行政
指導や下水道施設整備・接続の促進による水質改善に努めるとともに、地域住民、
学校、NPO等と連携し、河川への生活排水による河川への負担軽減に向けた環境
学習、啓発活動等を進めることにより、更に水質の改善に努めます。

(2) 空間利用
樫井川の中流・上流部では、今後の維持管理等の際には、アドプト・リバー・

プログラム等の活動時における河道内へのアクセスの改善など地域住民等のニー
ズに応じて、河川空間の利用の向上に努めます。また、高水敷を有する樫井川の
下流部では、地域住民等のニーズに応じて、関係機関等と連携し、地域住民が愛
着を持てる空間として高水敷の利活用が図れるよう努めます。

(3) 自然環境
樫井川では、水生生物の移動に配慮するため、水生生物の生息・生育状況の調

査を行い、特に回遊性魚類の種類、移動範囲等の把握に努めます。一方、農業用
の取水堰や落差工等の河川横断構造物の利用実態の把握に努め、今後の維持補修
等の機会や、取水堰や落差工の改善の際には上下流の連続性の確保に努めます。
また、それ以外の落差工や取水堰においても、回遊性魚類等の調査結果に基づき、
簡易的な魚道等の設置について、設置箇所や構造などの検討を行い、関係する利
水関係者と調整を行ったうえで、可能な限り下流から設置するなど上下流の連続
性の確保に努めます。
樫井川水系全体で瀬や淵、みお筋などの河川特有の自然環境が残る箇所につい

ては、今後の維持管理等の際に、河床の平坦化を避け、みお筋の保全、瀬や淵の
形成に配慮するなど可能な限り自然環境の保全を図り、動植物の生息・生育環境
の保全・再生に努めます。

(4) 景観・親水性
樫井川水系全体で、今後の維持管理等の際には、緑の多い自然空間や里山の景

観など、現在の良好な景観の保全に努めます。特に、高水敷を有する樫井川の河
口～新兎田橋付近で、今後の維持管理等の際には、地域住民等のニーズに応じて、
高水敷の利活用と合わせて、親水性の向上に努めます。

前回審議会での委員指摘事項と対応方針



指摘事項 対応

⑪河川環境の整備と保全について具体的に記載。
本文 P17 3. 河川環境の整備と保全

追記
（洪水対策と同様の記載）。

修正前（Ｈ27年度 第2回審議会資料） 修正後（案）

記載なし
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前回審議会での委員指摘事項と対応方針



指摘事項 対応

⑫河川の維持について具体的に記載。
本文 P20 1.河川管理施設 2.許可工作物 3.河川空間の管理

追記
（洪水対策と同様の記載）。

修正前（Ｈ27年度 第2回審議会資料） 修正後（案）

記載なし
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前回審議会での委員指摘事項と対応方針


